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が
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ど
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の

・
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取

れ

れ

も
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と
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問
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Ｑ
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と
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榊
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藁
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ロ
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を

り

ち
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す

わ
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を
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あ

わ

を
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が

れ

ら

歩

け
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疑

く
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と

れ

主

ら

安

進

受

う

た

な

よ

す
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ら

，
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を

い
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う
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，
る

め

り
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で

遠
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と
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強
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て
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そ

い
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に

ま

ら

向

れ

わ
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救

気

服

れ

つ

前
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加
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者
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が

聖

導

つ

的

の

て

て

も

求
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力

え
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剋
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句
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・

る
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ド

め

ビ
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収

デ

こ

ビ

を

，
起

デ

功

で

い

，
成

と

思

て

な

こ

て

つ

う

る

い

よ

よ

デ

し

ツ

気

は

ま

ビ

勇

妹

き

デ

る

姉

て

「

き

妙

糺

恥

牲

ラ

り

ま

つ

ブ

た

い

添

当

て

に

℃

の

し

音

し
・
目

話

福

と

を

に

，

親

の

う

と

母

く

よ

う

び

い

の

お

よ

て

次

言

お

れ

は

と

す

つ

に

の

垢

タ

も

い

味

し

な

れ

に

カ

ス

ま

ン

で

驚

興

想

り

入

跡

努

グ

い

セ

ら

。
に

回

足

手

足

や

ツ

て

な

か

す

一

に

が

を

う

能

リ

つ
秀

こ

ま

カ

う

数

靴

ろ

才

グ

願

優

ど

り

ツ

よ

人

の

あ

の

・

と

も

，
あ

サ

の

き

ち

で

分

ン

に

最

は

が

り

こ

と

た

る

自

ア

う

は

に

判

ま

は

る

人

が

ド

で

ち

ら

ゴ

と

ツ

ん

た

や

の

こ

ビ

せ

兄

り

ド

る

デ
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「

や

叢
塩
灘
ヘ

タ

蕪

纂

准

鰯

蜥
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驚
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が
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か

り

た

に

う

い
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な
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が

れ
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れ
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が
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チ
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る
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ス
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４
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・
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Ｒ
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踏
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搬
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が
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を
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．
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Ｑ
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Ｑ
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踏
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を
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。
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を
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こ
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「

リ

ど
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の

い
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放

一
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と
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の
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つ

と
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食

め

ば
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Ｑ
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戒
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料
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グ
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も
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ら

イ

で

食

の

り

ち

バ

は

の

愛

取

こ

な

と
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を
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を
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を
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を

の

ま

つ

文

他

の

き

知

聖

の

か

で

は
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什
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Ｑ
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⑱
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献
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福
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叙
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で

し

。
と

き

に

に

ん

に

た

つ

筋

蝦

肋

尉

び

兜

助

挽

匪

駐

赴

“ツ

購

鮒

蝿

ゆ

臆

分

と

わ

り

こ

た

な

て

ま

す

し

セ

は

り

し

た

者

を

る

な

語

う

し

れ

つ

い

動

動

ツ

れ

あ

た

し

る

音

れ

す

と

従

と

し

よ

さ
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そ
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，
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わ
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に

く

変

従
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と

福
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は

に
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が

に
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を
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を
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．
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内
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て
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搬
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フランスの 空港で,初 等協会の子供たちの

歌 の歓 迎を受ける ヒンク レー大管長夫妻 。

撮影/ジ ャン･ミ シェル･フ ィタマン。

藻
讐

灘
鰹
騰
い

また敬慶 にして,不 敬 なことがないよ

うにしなければな りません。……教会

に初めて来た人々が この業の精神 とわ

た したち教会員の愛の精神 を感 じるこ

とができるように,聖 餐会ではもう少

し敬慶 にしましょう。

ニューハ ンプシャー州エ クセタース

テーク,ロ ーレンス(ス ペイ ン語)支

部のジェイム･リ ベ ラ支部長はこう語

った。｢こ こにいることは,名 誉なこと
けんそん

です。ここには謙遜な思いがあります。

わた したちがここにいるのは,主 か ら

与え られた特権です。｣

フランス･パ リ

ヒンクレー大管長は大西洋を越え,6

月4日 にフランスのパリに到着 した。そ

の 日の午後 にはベルサイユの集会所 に

集った宣教師たちに,そ して夜にはパ

リにある二つのステークとその周辺の3

つ の地方部から集 った2,400人 の会員 を

前に語った。週 日の夜であった ことを

かんがみ,ヒ ンクレー大管長 は,｢こ こ

へ来てくださって,ほ んとうにあ りが

とうございます。遠路 はるばる来 られ

た方 々もいらっ しゃいます。感謝の気

持ちをお伝 えしたい と思います｣と 話

した。大管長の ヨー ロッパ歴訪の旅 に

は,ヨ ーロ ッパ西地域会長会会長のデ

ィー ター･F･ウ ー ク トドルフ長老 が

同行 した。

ヒンクレー大管長 はフランスの美 し

い田園風景 とパ リの美 しい町並みにつ

いて語った後,次 のように語った。｢し

かし,こ の偉大な国の中で最 も美 しい

のは,こ の業が真実であるという確信

を心の中 に持ってお られる人 々です。

この確信 を持っておられないとすれば,

そ れは最高の ものを見逃 してお られる

とい うこ とです。皆 さん一人一 人に,

この確信 を得る機会 と責任が与え られ

てい ます。それを得 るにはどうしたら

よいので しょうか。教会での奉仕,ま

た自分 に求め られたことをするように

して くだ さい。主が皆さんに不可能な

ことをす るようにお求めになることは

決 してあ りません。 自分 は弱 くて,そ

のようなことはとてもで きないと思 う

ことがあるか もしれませ ん。その よう

なときは,ひ ざまず いて,主 に助 けを

祈 り求めて ください。主は皆 さんを祝

福 して くだ さいます。聖文に書かれた

主の言葉 を読んで ください。そ うすれ

ば,主 が祝福 を授けて くださいます。｣

や 着 鱈'瀞 繰 奪 幽

尋 ボ､一､細 。

雛1懇
八 リの天云云場C巳 ンクレー大管長 に別 れの

あいさつをする約2,400人 の聖徒 たち。

写真/ジ ャン･ミシェル･フ ィタマン。

その後,ヒ ンク レー大管長はフラン

スに建 てられるべ き神殿 について語っ

た。｢戦 争の後にわたしが この国へ来た

とき,ほ んのわずかな教会員 しかい ま

せんでした。それが今では3万 人を数え

るまでになってい ます。思わせぶ りな

ことは申し上げません。皆 さんが神殿

を受けるに値す る時がすでに来ていま

す。 これか らわた したちは,そ れを建

てるための場所 を探 します。その場所

が見つかるまでどの くらいかかるかは

申 し上げ られ ません。兄弟姉妹,わ た

したちがこの大 きな街かその近郊で主

の宮 を建 てるための土地 を見つけ られ

る よう,皆 さん一人一人が祈 りの中で

主に求めてくださるようお願い します。

ここに神殿がで きれば,皆 さんは5時 問

かかるフランクフル ト,ま た,6時 間か

かるゾリコー フェン 〔スイス〕 まで行

かな くて済み ます。わたしたちと心 を

聖徒の道/1998年11月 号

2

一つに して祈 り求めて ください。 そう

すれば,そ の時がやって来ることでし

ょう。わた しは,こ の地域 のどこかに

主の宮であ る神聖な神殿 を建て られる

日が早 く来 ることを願 っています。そ

うすれば,皆 さんはそこに参入 し,主

の神殿の中で しか行われない業 を行 え

るようになるのです。｣

パ リで伝道中の専任宣教師たち に

あ いさつするヒンク レー大管長。

撮影/ジ ャン･ミ シェル･フ ィタマン。

ドイツ･フ ランクフル ト

6月5日,ヒ ンクレー大管長 は ドイッ

のフランクフル トに入 り,大 きなスポ

ーッセ ンターを埋めた約8 ,000人 の会員

を前に次の ように語 った。
ひとこと

｢子供 をお持ちの皆 さんに一言申し上

げたい と思 いま.す。 これは主か ら授 け

られた戒めです。『あなたの子らはみな
おしえ

主に教 をうけ,あ なたの子 らは大いに

栄える。』(イ ザヤ54:13)皆 さ んは子

供たちの親です。彼 らの父親であ り,

母 親です。また彼 らに訓練 と教 えを与

える立場にいます。皆さんには,信 仰

と真理 の中に子供 たちを育てる とい う

すば らしい機会 と責任が与 えられてい

ます。皆 さんに約束 します。子供たち

が 自立 し,そ れぞれの道を進む ように

なった ら,そ の とき皆 さんはひざまず

いて,自 分に与 えられた恵みについて

主 に感謝するようになるで しょう。そ

れ以上にすば らしいことはない と思い

ます。皆 さんにとって,子 供たちの姿

を見て,何 かを成 し遂げた とい う結果

だけに とどまらず,善 良さ,安 らぎ,

徳,優 しさ,愛 を見 いだすことができ

たとした ら,こ れに勝 ることはないで

しょう。｣

午 後の専任宣教師 との集会で話す た
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鎌驚な穏地

rρ の 度,大 管長会 と十二使徒定

亀一 員会 は地域会長会の任地の変

更を発表 した。 この変更は1998年

8月15日 か ら有効 となっている。地域

会長会の会員は皆,七 十人定員会の

会員である。
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難難蕪難 懸

新伝道部長セミナー

年恒例の新伝道部長セミナーが6

毎月23日 か ら26日 までプロボの宣
教 師訓練セ ンターで開かれ,新 たに召

された110人 の伝道部長 と夫人 たちが

大管長会,十 二使徒定員会,七 十人およ

び管理監督会の会員か ら指導を受けた。

6月26日 のセ ミナー最後の部会で,ゴ

ー ドン･B･ヒ ン クレー大管長は｢改 宗

者は非常に大 きな決断を して教会に入

ります｣と 述べた。｢定 着 は本来地元の

ワー ドや支部の責任です。 しか し,皆

さんにも大切 な,非 常に大切な役割が

あ ります。皆 さんの宣教師は,求 道者

の改宗が本物で,そ の人の人生を変 え

るものであり,永 遠 に,世 代 を超 えて

続 くものであることを確認 した うえで

バプテスマ を施さなければなりません。

定着 しないバプテスマはだれの益に も

な りません。宣教師の努力は水泡に帰

し,教 会は統計上成長す るものの,最

も被害 を被 るのは会員たちです。改宗

者の熱意も灰 と化 してしまいます。｣

また,ヒ ンクレー大管長は伝道部長

と夫人が宣教師たちを愛す ることにつ

いて次の ように語 っている。｢皆 さん

の最 も大 きな責任はまず宣教師に対 し

てです。 これは皆さんよく承知のとお

りです。彼 らの福利 は皆 さんの手にゆ

だね られています。宣教 師は特別な存

在です。 ごくわずかな例外 を除き,宣

教師 には2年 間教会 に子供 を託 して く

れた母親がいるか らです。彼 らの伝 道

を支 えるために働いている母親 も少な

くあ りません。彼女たちは皆 さんのた

めに祈 っているのです。｣

トーマス･S･モ ンソン第一副管長

は,6月24日 に新伝道部長に説教 を行

い,｢宣 教師 と会員 との協力が なけれ

ば,い かなる伝道部 も最大の成果を上

げることはで きませ ん｣と 述べている。

｢預 言者ジ ョセブ･ス ミスは,肉 体の力

ではな く,知 力を活用 して働 くように

教 えま した。 リフォロー(訳 注 会

員が,福 音に関心 のある人 を宣教師に

紹介すること)は その良い例です。会

員の組織 とともに働 くことにより,友

情 とちみつなフェロー シップを通 して

人を神の王国へ招 き入れることがで き

るか らです。すべての伝道部長,ス テ

ーク会長
,地 方部長が伝道活動のパー

トナー となるな ら,伝 道の業 はきっと

飛躍的に進むことでしょう。｣

ジェームズ･E･フ ァウス ト第二副会

長は,6月23日 セ ミナーの最初のセッシ

ョンで説教 し,｢力 と権能と確信をもっ

て,最 も偉大な預言者ジ ョセブ･ス ミス

と彼が もたらした 『モルモ ン書』を高 ら
あかし

か に証で きるように｣と 励 ました。ま

､;1翻

タイチ ョ ン

新伝道部長セ ミナー で訓練 を受ける台湾･台 中伝道部の

デニス･チ ャイ･八 ン･キ ム部長夫妻。

写真/ジ ョン･L･八 一 ト。

『チャーチニューズ｣(0椥ro屠Vθ 凶/5)の厚意により掲載

た,フ ァウス ト副管長 は伝 道部長たち

の犠牲 をたたえ,こ う語った。｢数 え切

れないほ ど多 くの祈 りが皆 さんと皆 さ

んの宣教師のためにささげ られ,天 に

昇って行 きます。そ してその祈 りは必

ずこたえられるのです。｣

この ほか中央幹部では,十 二使徒定

員会会長代理のボイ ド･K･パ ッカー

長老,十 二使徒定員会のデビッ ド･B･

ヘ イ ト長老,ジ ョセブ･B･ワ ース リ

ン長老,リ チャー ド･G･ス コ ット長

老,七 十人会長会から7人 の全会長,七

十人第一及び第二定員会か ら数人の幹

部と管理監督会の リチャー ド･C･エ

ッジリー副監督が,セ ミナーの様々な

セ ッションに参加 した。教会では現在

約5万8,000入 の 宣教 師が150か 国 以上,

計331の 伝 道部で奉仕 している。□

心に残る,音楽による伝道
ゲーリー･ア バン ト

ルモ ンタバナクル合唱団は,6月

モ
12日 か ら7月2日 まで ヨーロッパ

公演旅行を行い,イ ギリスのロン ドン,

ベ ルギーのブリュッセル,ス イスのジ

ュネーブ,イ タリアの トリノとローマ,

フ ランスのマルセイユ,ス ペインのバ

ルセロナ,エ ルエスコリアル,マ ドリ

ー ド
,ポ ル トガルのリスボンで公演を

行った。

ヨーロッパ公演旅行は7月2日 に終了

したが,こ の3週 間の音楽 による伝 道

の効果は目覚ましく,人 々の心の中 に

長 くその記憶をとどめるであろ う,と

公演が行 われた地域 を管理す る伝道部

長たちは語 った。

スイス･ジ ュネ｣ブ 伝道部の レック

ス･｣･ア レ ン部長は次のように語 っ

た。｢公 演 は人々を教化す る もので し

た。すべ ての人が高め られたのです。

教会が真実であ り,善 意 に満 ちて健全

で,す ば らしい ところである とすべ て

の人が感 じる助けになりました。人々

聖徒の道/1998年11月 号
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が教会 に関す る理解 を深め る良い機会

にな りました。

わた しの知 るか ぎり,少 なくとも二

人の人が教会への加入 を真剣に考 えて

います。 ジュネーブでの公演を聞いて

感 じた印象か ら,教 会 に入 って仲 間に

加わ りたい と思ったのです。そのような

人がもっと大勢いると確信 しています。

会員 も非常 に感動し高め られました。

また,こ の都市 に住む洗練 された多 く

の友人 たちの心の琴線に触 れま した。



｢。ゑ峯

曳へ量2詳覇認⑦¥智1勢尋〈7判穿コoゑ

準【へ⊃.皐鐸§¢需⊇頃り(ラ勲尋一弘担曾豆

。9野1ユマコ曾暫}σ4畔⊃旧4導孝

最嬉マつ(ラマ(黙¢囲鯉織一rdム(汐国

冒ロ早`ア1(44つ4儲。4つ恥o轟}(潔

膣)･焼(ン⊃1等瑳(態々Y⑦〉多マつ期田

⊃悌き》`勲6百尋昇戻率kへ翼YOOI罪1

噸聯耳Q↓季曳へ}σ季3マ⊃1(表=～=～曽

等弘ココ勲舞[彫4つ(き4(黙¢園冒喧号

04つ弘辛き年曾マ男濠藁(∂(ヨ4影蜘

`罪μ妾。4つ峯警聾2ケ喪掌1士日季(∂品

。.昏ユ⑦464尋〉つ婁ゆG辛⊃梱冒口号

。マつ準Ω劉母輩暢(ヨ4四冒ロ号`品｣

Q伽へ}つ嬰増≧千鬼一μ一y<4ん4

`マ46(季(》鉱(禦マ9(潔騨孕等准`〉尋

勲ユ勲詳(汐4(∂戻剖享畔老。4(圏魁⊃1

曳へ¥尋母慰(∂朔瑳耳2冒考`翠瀬≧》

｢o享準【へ}り孝劉i泰(∂ム×委ムy･←凋

/ソ粟薗`勲蚕孝ム×必ムyコ日IIEf鐸1

裂。4つ準Q饗ママ穿(ラ魁§字嬰尋4i毅
`潟4σ身)

.穿蚕⊃瀬き》;レy粟薗盆身

戻率(∂妾§¢蝉聯耳つ4つQ4つ立ツ吾

季α禦ユ塁[引胆罪剛買昭(〃ム×舌ムきど
`
き¢マつ罫へ).つ期田掌に暗影(∂等聯宰1

身戻率(∂妾。4つ郵へ}マ瑳畢暑耳率

(∂Y一ぎ¢朔塀耳｣。弘へ}レ"9⊃寧1

L

×一1==･壬一4壬

智到呈一μ一y</1を4･H･/('一身

嬰×⑦腿夏ぞ導d-rdム･<♪泣×

｢。享鉱需

コ曾.段短:f曾峯}用(ラ4圏呈日ぎ彰尋弊
ぜをう　

}つ(ラ4(曇尋聚⊃猛r16♪｢コ團騨

尋雛評4【へ巻4穿4!ユ49`罪凋孝雅尋

暴}落(》皆マつ簸⊃1穿4つ49き4囲冒ロ号

4r4手y〃2草n坐尋宰¥(》書マ魁§¢穿

4つ4(‡。4つ峯曳へ(謬(44Y(∂昇淫財

⑦蚕国む旦摯⑦国日…k茸孟r[〃♪･`‡に1

中(o妾Qゑユ4(ヨ舶掌1マコ4σ粟詳〉

}マ青母掛雛(∂夏;男`穿鞠コ罷金(∂･7

(∂ケY(∂〉多4つ禦田コ製ミ〃`Ψ年

。.鼻ユ⑦4宰

ユ四士⊃1¢f9こ〉粛孝畢豊`留鯉尋些目

聯耳罷(∂製》き¢励Y尋琴量i2暑掛困夏ぞ

酷(∂〉多`穿鞠⊃1Ψ(∂ケY(∂〉多`き¢

曝磐頑つ(ラ勲享⑦回冒口号つ･¢つ。4つ

↓/ソ吾罫へ).辞(き膨ら日遡1羽』ア1⊃IY講⑦

劫塊R筈隼～郷一`誰(き(碁¢4(》⊃1認宰

}σ身母戻導(}丁鷺由0ε弘町(∂コ。マ

0弘'y吾準曳へ}穿(ラ[彰コY宰1立ムーロ

`勲等鞍寸×r
且士･×τ財認竈日*｣

。?【へ}σ呈9コ翠1吾コ呈4一[1乙･f

･匙一一k4(∂躯夏1男ムーロ･よr1〃ン

｢。4つ季算

〉.).曳へ匪諏量`つ星呈珪1⊃辿目灘耳`勲4

1轟認

蝦犠講繍難卿

繍.

Y鵜:γσ詳昇;戻率輿胃。享季tへ}6呈呈

R鐸}(圏僻判⑦4つ04毒Dn罰曳へつ(ラ

烈.鋲尋安ア(∂コ`判々Y【へ尋£L曽ミラ導
。喜立(∂4kへ聯コ器霧}螺忌2シ灘辞(ラ

鎌翠`コ潮尋器暢コつ･`》鼻善口孝塊
ミリぜ

1).つ妾。4つ準嬢袈D憎骸(駆¢卑盟

ω〉夢鯉1(∂老`ニー乙寸/(工`τぐ

一Tr1`4r尋孫τr【'宰悼Y｣。9呈

累1吾刻皐戻男2`喜↓(ラ4罫γ亙コ中⑦

･7(∂〃Y蕗厚愚猪丸へ騨fr⑦国冒貿号`翠1

⑦9t老〉).辞Y宰蹉⊃1摯準i(圏1盟母～≠マ

つ4儲き字ケY`健4幽コ(圏マ(∂蝉瑳耳

き字孟説⑦ケ準i｢。喜季【へ}マ弊孝/(×

ム/1(∂饗ε蛍⊃IY箪(∂一}立草翻(汐日91

巨∠`Ψ享立⑦=γつ》1融コ蝉鞍耳孕Y

箪ぎ¢Y一⑦一トθ(～ζ(∂回冒目号｣Q弘ヘ

ユつ呈猛9コ準1智腿寸一v･ン4･H

⑦到皐夏{導4f身爪τr1'･一鳶4`y

｢。享ユ(∂4(潔騨こゾ襲

箪]墨コ(ヨ羅}つ田Q遙尋琢`穿粟･¢願
コサゑ

孝･㍗コ巌呆ぎ字冒ミ穿〕倖⑦Y一⊇ムへ).σ聾1

⊃1劇(∂響澤(∂を`團⑦鼎翻騨弱｣。9

丸へ).り塁i9⊇写,吾割呈夏登弓`).曳へ6⊃1壬

難(∂零需マ'1コ¥孝勘需響¥丸へ尋3冒

号聯き鯉日聯厚聴隼4(∂融一`翻(∂再1》

｢Q4つ季

宰旦.).6Ψ箪〉宰¥勲蛛斐(∂妾`範(∂

単1》。ゑ↓(∂4辞〉}マ肯孝》講9幸

暴コ×4一[:(∂圏冒目号【へ翠隈暴⊃1曽》

。4つ準嘘〉)
.(錠攣⊃侭へ:¥;孕導干(∂(4

マつ4儲`準惜劃袈(o園冒喧与｣09文へ)

σ呈呈9コfl智腿一/りく認･N･寸一y

4rT(捌呈戻男τ2牙4rム･×/(4ム

｢。4つ季》八¢

講寮尋遡コ目ア1-y/(r⑦妾雫身=γマ

`
き㊧冥講『。ツ

吾準Q喚字誰¥殴o野〉醜3峯γ堵⊇§¢

穿射導kへ:f`宰1(ヨ4担46罷。享季曳へ

}つ呈ン翻;～罫蛍箪科等鞍⑦コ』oマつ

懲;βQ墨⊃短:f⑦)兵`つ軽コIY一⑦一きど

･(～ζ⑦圏冒口早`準用･浮9(季⊃1徽盗軍(∂

D罐蟹q甲]婁劃⑦『z一τ=壬一4.壬』

。刈くy∠:･一∩一汐/董亀

Q(ニー⑦翼巡⑦⊂ε⊇∫しkq旦コ中旦珊謡冨

⑦ユr1～q⊇}日己冒∠.9､〔≠日8L目9
。圏冒目早4r4≠y6πヨ

=曜ヨ､曾亘訥弓
'∩蟹用コ}融異24壬哩し仁♀朔狙盛毎

≦)一≠□4!1ry⑦く.レこ)∠



ポル トガル･リ スボン北伝道部のカ

ルビン･C･ク レッグ部長は,合 唱団

が来 る前に宣教 師がある家族 を教えて

いた と言 う。｢こ こリスボ ンの公演 に

出席 した後,そ の家族の一人が宣教 師

の もとに来て,教 会の会員にな りたい

ので急いでレッスンを全部教えほしい

と伝 えたのです。｣

ク レッグ部長は,公 演に訪れたとき,

何 人かの音楽評論家を目にしたと言う。

｢それは,公 演内容 を非常 に気軽に鑑賞

す るその身振 りで分か りました。 しか

しプログラムの2曲 目の後,彼 らは姿勢

を正 し始め ました。そ してメモを取っ

たのです。公演の終 わ りにはいちばん

最 初 に立 ち上 が って,『 ブ ラボ ー1

ア ンコール1』 と叫んだのです。｣

ク レッグ部長は,合 唱団が求道者や

教会員でない人々にとり非常 によかっ

た と同時に,会 員 にとって もさらに益

をもた らす ものであ った と言 う。｢こ

こポル トガルでは,彼 らは開拓者です。

この地では,教 会 に集 う人々はごく少

数にす ぎません。モルモンタバナクル

合唱団の公演が人々に知 られるように

なる と,突 然,彼 らは何か非常 に大 き

な組織に属 していると感 じたのです。

それはとてもよい気持ちでした。これら

の会員は,伝 道部内の至る所か ら集 ま

って来ました。周囲に住む非常 に多 く

の末 日聖徒 と一堂に会 し,友 情 を培 う

ことによ り,大 いに励 まされ,誇 りを

感 じました。それは,彼 らがほんとうに

必要 としていたものだったのです。｣□

『チャーチニューズ』(0加roん～θレγ5)の厚意に

より,1998年7月18E]付 けの記事より掲載。

｢分かち合いの時間のためのアイデ乃 追加分1998年11月

下は,初 等協会の指導者が 『聖

以 徒の道』1998年11月 号 に掲載の
｢分 か ち合いの時間｣と ともに使用で

きる｢分 かち合 いの時間のためのアイ

デァ｣追 加分である。これ らのアイデ

アに対応するレッス ン,指 示,活 動 は,

本 号｢こ どものペ ージ｣6,7ペ ー ジ

｢『あ りが とう』のことば｣を 参照する。

1.｢感 謝 のいの り｣(『 子供 の歌集』

18)と,｢主 の ゆたかなめ ぐみ｣(『 子

供の歌』A-15)の 歌 を教える。各ク

ラス用 に,別 々の紙 に以下の参照聖句

の箇所 を書いて準備す る。(1)｢モ ル

モン書』ヤ コブ4:3ヤ コブはわた

したちが神の言葉に感謝するよう願っ

ている。(2)エ テ ル6:8,9ヤ レ

ドの民は旅の問,守 りと光があること

に感謝'して いる。(3)モ ー サヤ24:

20-22ア ルマの民は重荷 を軽 くさ

れ,囚 われの身か ら解 き放たれたので

感謝 してい る。(4)教 義 と聖約89:

10-12わ た したちは,神 が与 えて

くださった食物 に感謝すべ きである。

(5)教 義 と聖約59:7わ た したち

はすべてのことについて,主 に感謝 し

な くて はな らない(教 義 と聖約59:

15-21も 参 照)。 黒板 に,〔 〕に

感謝する,と 書 く。各クラスに最初の

参照聖句を書いた紙を配 る。聖句の箇

所を見つけて読ませ,聖 典に出て くる

人々は何 に感謝 したのか,(あ るいは,

わ たしたち対 し,何 に感謝する よう勧

めているか)決 め させ る。黒板の空欄

に正 しい答えを書 き込む。感謝の歌 を

1曲 歌い なが ら,最 初 のクラスが答 え

を読み上げてグループを導 く。ほかの

聖句について も,こ の手順 を繰 り返す。

2.詩 篇は神 に対 す る賛美 であ り,

し ば しば音 楽 に合 わせて作 られてい

る。子供たちが 『聖書』の詩篇第23章.

を読んでいる問,ワ ー ド/支 部の一人

の大人ま､たは子供に｢主 はわが飼い手｣

(『賛美歌』63番)を 歌って もらう。歌

い手に感謝 を述べ る。詩篇の多 くは感

謝,感 謝の言葉,そ して心 に強い印象

をもた らす主への賛美 を美 しい言葉で

表現 した ものが多 い(詩 篇24:1-4;

27:1;100も 参 照)。 詩篇第23篇 の歌

か,朗 読 を聞いた後 に,子 供たちの心

に浮かんだ絵 を描かせ る。詩篇全体を

1枚 の絵で表そ うとする子供 もいれば,

それぞれの節 に対 して小さな絵 を描 こ

うとする子供 もいる。子供 たちが絵 を

描いている問,伴 奏者 に穏やかな音楽

を演奏 してもらう。

3.各 クラスで,あ るグルー プが奉

仕 を受けるが,一 人だけが感謝すると

いう場面 を設定 し,簡 単な寸劇 をさせ

る。例えば,レ ッス シの終わ りに一人

の生徒 だけが先生に感謝する。 フット

聖徒の道/1998年]]月 号

8

ボールの練習場に到着 したとき,チ ー

ムのメンバー一人だけが運転手 に感謝

す る。パーティーの終わ りに,一 人の

招待 客だけが立ち止 まって招待 して く

れた人に感謝する。試合 の終わ りに,

一 人 の選手だけが コーチに感謝す る。

食事の終わ りに,家 族の うち一人だけ

が料理 した人に感謝す る。このような

場面 を見て,聖 典の どんな物語を思い

出すか,子 供たちに尋ねる。10人 のら

い病人の話をす る(ル カ17:11-19参

照)。 わた したちは,こ の話 の中で後

に戻 って感謝をしたその うちの一人の

ようにな りたいことを指摘す る。主 は

わた したちが感謝するよう望 んでおら

れる。なぜ なら,そ れは正 しいことで

あ り,ま たわた したちが感謝す る気持

ちを抱けば,も っと幸福 になることを

御存 じだか らである。各 クラスで一人

一人の子供が
,全 員感謝する とい う場

面に して,も う一度演 じさせる。

4.感 謝 についての補足資料 として,

｢感謝の心｣『 聖徒の道』1998年11月 号,

こ どものページ,5;｢あ りが とうゲ

ーム｣『 聖徒の道』1995年2月 号,こ ど

ものペー ジ,6;｢一 番 のあ りが とう｣

『聖徒の道』1998年4月 号,こ どものペ

ージ
,14;｢思 い 出 した ロベル ト｣

『聖徒 の道』1998年11月 号,こ どもの

ページ,8-9を 参照する。[]
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世界初の小規模の神殿のオープンハウス
R･ス コ ッ ト･ロ イ ド

一
魍 ㌔ ド

会の歴史上初の小規模の

教 神殿の完成を祝って,赤 岩
に覆われた南ユ タで,7月15日 か

ら18日 にか けて一般の人々を対

象 にオープンハウスが行 われた。

新 たに建設されたユ タ州のモ

ンティチ ェロ神殿 は,通 常 の末

日聖徒 の集会場 の半分以下の床

面積 とはい え,主 の宮にふさわ

しい荘厳 さとすべての機 能を備

えている。そ して,七 十人でユ

タ南 地域 会長 会会 長 であ るベ

ン･B･バ ンクス長老の言葉 に

あるように,こ の神殿は,ほ か

の神殿 と寸分たがわぬ同じ基準 にのっ

とって建設 された。

床面積 わずか650平 方 メー トルのモ

ンティチェロ神殿は,1997年10月 の総

大会で ゴー ドン･B･ヒ ンクレー大管

長が発表 した,小 規模 の神殿の先駆け

となるものである。これに比べて,最

近 イギ リスで奉献 されたプ レス トン神

殿 は,総 面積6,000平 方 メー トルで,神

殿 わきの集会場だけでも1,700平 方 メー

トルに及ぶ。

隣接す る集会場で行われた会見 で,

バ ンクス長老は次のように述べた。｢こ

の礼拝堂 もすばらしい建物ですが,一 …

教会では,神 殿 と礼拝堂は別の もので

す。神殿 は奉献 と同時 に主の宮 となる

ため,限 りな く完全 にまた正確 に建設

されるのです。｣

これ まで に建 設 された神殿 と同様,

新 設 された この神殿 にも,日 の栄 えの

部屋 とバプテスマフォン トを備 えた部

屋 を各一室ずつ有 している。 しか し,

儀 式を執行 する部屋 は一つで,座 席数

は50と 限られている。結び固めの部屋

も一室 だけで,参 入者の人数に応 じて

カーテ ンで仕切 り,調 節がで きるよう

に工夫 されている。
せんとっ

外装 は白亜の大理石で,尖 塔 の先端

には,こ れまでの神殿のモ ロナイ像に

ユタ州に建設されたモンティチェロ神殿は

床面積はわすか650平 方メートルにすきないか

その壮麗さと機能はほかの神殿とまったく変わりない。

比べてユ ニークなデザイ ンと構造 とも

いえるアクリル性の白い天使モロナイ

像が据 えられている。
くわ

モンティチ ェロ神殿 の鍬入 れ式 は,

総 大会でゴー ドン･B･ヒ ン クレー大

管長が新 しい神殿について発表 した数

週 間後の1997年11月17日 に行われた。

この総大会では,ほ かにも二つ小規模

の神殿の建設 に関する発表が行 われ,

現 在,ア ラスカ州のアンカレッジとメ

キシコのコロニア･フ ア レスで神殿の

建設が行 われている。

モ ンティチェロ神殿は,今 後建設 さ

れる小規模の神殿のひな形 となるもの

であるが,今 後新設 される神殿 は,幾

つかの点でモンテ ィチェロ神殿 とは異

なる,と 教会建築部 門のデビッ ト･メ

イ兄弟 は語っている。彼 の説明による

とア ンカレッジとメキシコに建設中の

神殿 は,モ ンティチェロ神殿 と床面積

は変わらないが,独 特のステ ンドグラ

スが導入 されているほか,外 装用の石

材や尖塔の設置に も独創 的な仕様が施

されることになっている。

メイ兄弟の話では,ア ンカ レソジと

コロニア･フ ァレスで建設中の小規模

の神殿の後 に建て られる神殿 は,基 本

的 にはそれまで建設 された3つ の神殿
なら

の様式 に倣 うものの,結 び固めとエン

聖徒の道/1998年11月 号

10

ダウメン トのための部屋が各々

増設されるという。

ほか に,従 来の神殿 と小規模

の神殿の違 いとして以下の点が

挙げ られる。

●儀式 を受けるには,神 殿長会

を通 じて予約 をする必要がある。

モンテ ィチェロ神殿 は,火 曜 日

か ら木曜 日は1日 に2回,金 曜 日

と土曜 日は1日5回 のセ ッション

が行われる。 なお,予 約 なしで

神殿 に参入 した人は,座 席に余

裕のあ るか ぎり,セ ソシ ョンを

受けることがで きる。

○神殿着 の貸 し出 しは行 わないため,

参 入者 は持参す る。ただ し,死 者のた

めのバ プテスマ を受 ける人 には衣装が

用意される。

●神殿長会の第一副神殿長 は神殿の記

録者,第 二副神殿長 は神殿技術者の責

任 を果たす。

モ ンテ ィチェロ神殿 は,7月26日 の

日曜 日に,ヒ ンクレー大管長の管理の

下,奉 献式が7回 行われ,正 式に奉献

された。この当日はそのほか に2回,翌

日の月曜日には4回,エ ンダウメ ントの

儀式が執 り行 われた。そ して7月28日 の

火曜 日か ら,本 来のスケジュールにの

っとってセ ソションが行 われている。

小規模の神殿は,教 会員数が比較的

少な く,近 い将来入口の飛躍的な増加

が見込 まれそうもない地域 に住 む教会

員の必要を満 たす ために建設 される。

ヒンクレー大管長 は,現 在,最 も近い

神殿への参入に も大変な距離の移動を

余儀 な くされる多 くの教会員が,よ り

容易 に神殿 に参入で きるよう望んでい

ると語った。1998年 の4月 の総大会で,

ヒ ンクレー大管長 は,西 暦2000年 まで

に神殿 の数が100に 達 するのを願 って

いることを明 らかにした。□

『チャーチニュース』(0わσroわ1>θwε)の厚意に

より1998年7月18日 付けの記事より掲載。
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輔
地域家族歴史アドバイザー

津村又三郎

わたしたちの開拓者を訪ねて

族歴史の探求｣と は,且 勉｢家
先祖を探求することだと考えて

いる人が多い ことで しょう。この人は

わたしの父親です,こ の人は祖父です,

といった続柄,い わばラインで先祖 を

探求 して きました。 しかし例 えば藤原

時代,平 安時代 まで さかのほって行 く
さくそっ

と,そ れぞれのライ ンは錯綜 して,共

通の先祖 になってきます。先 日掲載 さ
あかし

れた石坂春 美姉妹 の証 に もある よう

に,教 会員同士 の先祖が共通であった

ことが調べ るうちに分かった りします

(｢チ ャーチ･ニ ュース｣『 聖徒 の道』

1998年9月 号,13)。 そ こまで行 くと,

教 会員同士で家族歴史 を協力 して探求

するという段階に入ることにな ります。

自分 の直系4代 の記録 の提 出が終わ

ったら,ワ ー ド･支 部の会員の探求 を

手伝ってあげま しょう。神殿の儀式 も

手伝ってあげま しょう。例 えばある兄

弟が30人 くらいの家族 ファイル を提出

したとします。 しか し一人では儀式 に

大変時聞がかかる。そんなときは,声

をかけ合 って喜んでお手伝 いしてあげ

て ください。探求 も儀式 も,ワ ー ドや

ステーク単位で きっち り計画 を立てて

お手伝いができればいいですね。

人名抄出プログラム

それが進むと今度 は,こ れ まで何度

か紹介 された｢人 名抄 出プログラム｣

とい うものがあ ります。ス テーク単位

の取 り組みにな りますが,こ れに参加

することができます。

自分の先祖 を調べていてある程度まで

行 くと,途 中で記録が途切 れて しまうこ

とがあ ります。 ところが江戸時代には,

村 に残 されたいわゆる古文書をはじめ

とする様々な史料がほかにもた くさんあ

ります。これらの個々の記録だけでは充

分な系図情報 を得 ることはで きません

し,わ たしたちの先祖かどうかの続柄 を

知ることも困難な場合がほとんどです。

こうした場合 は,こ れ まで行 ってき

21世紀の家族歴史活動へ
……共通先祖を探求する……

た自分の先祖 とい うライン(線)で 追い

かけて行 くのでな く,例 えば江戸時代

に住 んでいた何 々村 の人たち,と いう
とら

ような｢面｣の 形で捉 えてみることが

で きます。それが人名抄出プログラム

の考 え方 です。 この方 々はわた したち

の共通先祖だ と考え られ ますか ら,自

分の先祖 の探求が終わった人たちは人

名抄出プログラムに参加することによ

って より多 くの共通先祖の救いの業に

携わるということになるで しょう。

共通先祖を共同作業で

また同じ教会員の中に例 えば山田さ

んが何人 もいる。 もしか した らお互い

はどこかで何 かつなが りがあるかもし

れませ ん。そ こで,｢全 国山田会｣と

いった ものを組織 してお互い に情報を

交換するのです。お互いが持ち寄 った

情報 を調べてみれば,ほ かの山田さん
しんせき

の調べ た先祖 の中に,自 分 と親戚の関

係 に当た る人がい るか もしれません。

後か ら山田会 に入った人は,調 べ なく

てもここまでは分かる,こ こか ら上だけ

を調べればいい,と いうことになる。こ

ういう形でも相互協力がで きるのです。

個人で調べるのも大事ですが,共 同で

作業 して共通先祖を調べてい くという考

え方がこれか らは必要になって きます。

この考 え方はすでにアメ リカでは以前

から行われています。パ ソコンを使って,

共通先祖 の情報にアクセスで きる。 日

本で もそ うい うことができる ように今

か ら準備していった らいいと思います。

わた したちの責任a世 紀に向けて

わたしたちの基本的な第一の責任 は,
はん りょ

まず,自 分 と自分の伴侶や子供,両 親,

兄弟姉妹が必要な儀式を受けるという

ことです。バ プテスマ を家族 に施 し,

神殿 で 自身のエ ンダウメ ン トを受 け,

自分 の伴侶 と結 び固め を受けるこ と,

また,常 に最新 の神殿推薦状 を持って

いること,定 期的 に神殿 に参入するこ

と 神殿 に参入す る資格 を備 えてい

聖徒の道/1998年11月 号
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本 などで情報が簡単 に入手で きる人々

の儀式 を受けてあげること。 ここまで

が基本 的なわた したちの責任だ と強調

されてい ます。ですか らこれまで出て

きた人名抄 出プログラムや,20代30代

と先祖 をさかのぼってい くこと,神 殿

宣教師 として,あ るいは家族歴史図書

館のボランティアとして奉仕す ること

なども,も ちろん大切 なことですが,

自分の身近 な先祖 の救いを第一 に優先

して行 うことを忘れてはな りませ ん。

アメリカにある｢フ ァミリーサーチ｣

(FamllySearch)⑪ の ような系図探求用

の コンピューターシステムが早 く日本に

も導入されたらよいのにと思う人は大勢

いることで しょう。すでに個人的に家

族の記録 を作成するためのコンピュータ

ーソフ トを使用 している会員 もいます。

アメリカで使 われているシステムで

は,幾 つ もの大 きなデータベースが利

用されています､例 えば,2億6,000万 人以

上の神殿儀式 と個人情報が検索で きる

｢国際系図索引｣(IGI)③,戦 没者の情報が

分かる｢ミ リタリーレコー ド｣(Mlhtaly

Records),教 会外の団体 と協力して収集

した｢チ ャーチ レコー ド｣(ChurchRe-

cords),個 人が提供 した家系図情報をま

とめた｢ア ンセストラルファイル｣(Ances-

tralFlle)TMな どです。 これ らの情報 は

教会員以外の人で も自由に利用するこ

とかで きます。 ここまで来るためには

アメリカの会員たちの長い年月にわたる

協力 と奉仕があ りました。 また教会員
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天

立ち,主 に良い知恵 を与 えて くだ さる

よう心か ら祈 り求め ました。その夜,
み た ま

燃えるような御霊の感覚 とともにイメ

ージがわ き,夜 中か ら空が 白み始める

ころまでかかって最初の作品が 出来上

が りました。その朝早速 トッ ド兄弟 に

お見せすると,ど んなに喜んで くださっ

たことか。わたしも感激いたしました。

その後何 回も改良 を重ね,現 在の形

に至 りました。 このマスコッ トを,ホ

ームメーキ ングや家庭のタベの活動で

取 り上げていただき,ご 先祖について

語 らいなが ら楽 しく作 ることで,会 員

の皆 さんの家族歴史探求の心を鼓舞す

るのに少 しでも役立 って くれればと願

ってお ります。(さ かもと･は るこ)

2図(咽 台紙の裏面)

用意 す る 物一 台 紙 の コ ピー,カ ッ ター,

定規 の り,鉛 筆,八 サ ミ

準備 一 ま ず 前 ペ ー ジの1図(台 紙)の コ ピ

ー を取 る 。(原 寸 大)

※]ピ ー用紙には,フ ァンシーペーパー系の紙を用

いると仕上がりが美しい。ただし,比 較的薄手の紙

を使用すること。

記入例

曾祖父(父 方)

ヱ863年ヱ0月20日

鈴木教三郎
1934年9月 ヱ6日

生年月日

先祖の名前

死亡年月日
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作り方

1.外 縁の実線(切り取り線)を切り取る。

2,そ の紙を裏返し,2図 の記号を薄い

鉛筆で書き写す。(天地を間違えないよう注意D

3,残 りの実線を切り取り,3片 に切 り

分ける。

4.点 線は山,破 線は谷に折り曲げる。

5.AとA-,BとB-,GとGー をのり付けし,

長方形の小片を,DとD',EとEを 合わせ

て挟み込む。

6.完 成図のように

形を整え,カ バー

紙を付けて出来上がり。

カバー紙は和紙の千代紙

などを使うと美しい。
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解主
の知恵1ごサベてをゆだね
シュタイナー教育理論と初等協会のはざまで

た しは山が とて も好 きです。大

わ 自然 との出会いの中 に,自 分 が
どこまで も深 く溶 け込み無 になるとい

う凝縮 された時間を見いだすこ とがで

きます。生 と死が隣 り合 うようなヨー

ロッパや ヒマ ラヤでの登 山は,努 力 に

より得 られる喜びを教 えてくれました。

山は,わ た しを豊かに成長 させて くれ

る土台でした。

あるとき,登 山道か ら外れた奥深 い

沢で10日 ほ どを過 ごしたことがあ りま

す。食料のない状態で刻々と時が流れ,

い つ しか心 は平静 を保 てなくな りまし

た。3日 を過 ぎるころには空腹が極限

に達 し,た だ欲にのみ駆 られ,生 き残

るため には手段 を選 ばない状 態で し

た。 しか しそれを通 り越す と,空 腹 は

もはや感 じず,手 足は付いているのだ

けれど付 いていない ような奇妙な感覚

の中で,不 思議と温かなこの上ない至

福 に包 まれたのです。この奥深い山の

中では家 や車などこの世的な物質は何

の役 にも立ち ません。わた しを助 け生

か して くださったのは神様の愛だった

のです。わた しは感謝の心に満たされ

ました。すべての創造物がい とお しく,

聖徒の道/1998年11月 号
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蛇やむかで さえも温か く感 じられまし

た。 ともに神様の愛で生かされていた

か らです。わた しはこのときの強烈 な

体験が忘れ られず,神 様の愛 を常 に感

じたい一心で教会の門をたたきました。

バプテスマを受けたばか りのわたし

でしたが,幼 いころから学んでいたピ

アノを通 して,ス テーク大会でのピァ

ノ伴奏をはじめ様々な成長の場が与 え

られました。そうした責任 を果たす こ

とはわた しに とって大 きな喜 びであ

り,心 洗われる瞬聞の連続 でした。大

会 では緊張 して練習のときのようには
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